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動
　
向

近
刊
の
丸
山
眞
男
著
作
三
冊

山
辺　

春
彦

一

　

本
稿
で
は
、
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
新
た
に
編
集
・
刊
行

さ
れ
た
丸
山
眞
男
の
三
冊
の
著
作
、『
丸
山
眞
男
講
義
録
』
別
冊

一
（
平
石
直
昭
・
山
辺
春
彦
編
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
）、
同

別
冊
二
（
宮
村
治
雄
・
山
辺
春
彦
編
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
）、

『
丸
山
眞
男
集 

別
集 

第
四
巻 

正
統
と
異
端
一
』（
中
田
喜
万
・
黒
沢

文
貴
編
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
）
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
こ
の

三
冊
の
刊
行
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
や
相
互
の
関
係
の

一
端
に
つ
い
て
述
べ
た
い（

（
（

。
本
論
に
入
る
前
に
、
刊
行
に
い
た
る

経
緯
に
触
れ
て
お
く
。

　

丸
山
眞
男
の
著
作
は
、
そ
の
最
晩
年
か
ら
刊
行
が
開
始
さ
れ

た
植
手
通
有
・
松
沢
弘
陽
編
『
丸
山
眞
男
集
』
全
十
六
巻
・
別

巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
─
九
七
年
）
に
既
刊
の
も
の
が
集
成
さ
れ（

（
（

、

そ
の
後
、
飯
田
泰
三
・
平
石
直
昭
・
宮
村
治
雄
・
渡
辺
浩
編
『
丸

山
眞
男
講
義
録
』
全
七
冊
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
─
二
〇
〇

〇
年
）
な
ど
、
膨
大
な
未
刊
行
著
作
が
出
版
さ
れ
た（

（
（

。
こ
の
よ
う

な
資
料
状
況
の
変
化
が
丸
山
研
究
の
活
性
化
を
促
し
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

　

こ
う
し
た
動
向
と
重
な
り
な
が
ら
、
新
た
な
研
究
の
基
盤
と
な

る
可
能
性
を
秘
め
た
資
料
の
公
開
が
本
格
化
す
る
。
東
京
女
子
大

学
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
の
丸
山
眞
男
文
庫
に

収
蔵
さ
れ
て
い
る
丸
山
旧
蔵
資
料
が
そ
れ
で
あ
り
、
東
京
女
子
大

学
と
丸
山
文
庫
協
力
の
会
（
丸
山
に
直
接
間
接
に
学
ん
だ
研
究
者
た
ち

か
ら
な
る
）
の
長
年
に
わ
た
る
尽
力
に
よ
り
、
二
〇
〇
五
年
以
降
、
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図
書
、
雑
誌
、
草
稿
類
資
料
、
楽
譜
類
の
整
理
と
公
開
が
進
め
ら

れ
た（

（
（

。
そ
の
後
、
丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
を
一

つ
の
目
的
に
掲
げ
た
同
セ
ン
タ
ー
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
20
世

紀
日
本
に
お
け
る
知
識
人
と
教
養

─
丸
山
眞
男
文
庫
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
と
活
用
」
が
文
部
科
学
省
平
成
二
四
年
度
私

立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
に
採
択
さ
れ
、
二
〇
一

二
年
度
よ
り
二
〇
一
六
年
度
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た（

（
（

。

　

こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
の
う
ち
、
丸
山
文
庫
所
蔵
資

料
の
公
開
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
重
要
な
の
は
、ま
ず
、丸
山
文

庫
の
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
（http://m

aruyam
abunko.tw

cu.ac.jp/shoko

）

と
草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（http://m
aruyam

abunko.tw
cu.

ac.jp/archives

）
の
構
築
で
あ
る
。
前
者
は
、
丸
山
の
蔵
書
が
丸

山
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
最
後
の
時
期
の
配
列
状
況
を
ウ
ェ
ブ
上

に
再
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
草
稿
類
資
料
の
メ
タ
デ
ー
タ

と
画
像
（
主
に
丸
山
の
著
作
物
）
を
ウ
ェ
ブ
上
で
閲
覧
で
き
る
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
特
に
草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
は
、
丸
山
文

庫
所
蔵
資
料
閲
覧
の
利
便
性
を
高
め
る
こ
と
で
、
同
資
料
を
利
用

し
た
丸
山
研
究
が
行
わ
れ
る
環
境
の
整
備
に
大
き
く
貢
献
し
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

た
だ
し
現
在
の
と
こ
ろ
、
丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
が
も
っ
と
も
活

用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
丸
山
研
究
に
お
い
て
よ
り
も
丸
山
著
作
の

校
訂
や
編
集
に
お
い
て
で
あ
る
。
前
記
『
丸
山
眞
男
集
』
の
第

四
刷
刊
行
（
二
〇
一
四
─
一
五
年
）
に
際
し
て
行
わ
れ
た
本
文
校
訂
、

同
集
別
巻
の
新
訂
増
補
版
（
二
〇
一
五
年
）、
松
本
礼
二
編
注
『
政

治
の
世
界 

他
十
篇
』（
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
四
年
）、
古
矢
旬
編
『
超

国
家
主
義
の
論
理
と
心
理 

他
八
篇
』（
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
五
年
）、

松
沢
弘
陽
・
植
手
通
有
・
平
石
直
昭
編
『
定
本
丸
山
眞
男
回
顧

談
』
上
・
下
（
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
一
六
年
）
の
編
集
や
注
釈
に
は
、

丸
山
文
庫
所
蔵
の
丸
山
旧
蔵
書
や
関
連
資
料
の
博
捜
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
新
た
な
知
見
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
丸
山
研
究
に
お
け
る
丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
の
利

用
は
、
一
部
の
研
究
者
に
よ
っ
て
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の

の
、
全
体
と
し
て
は
未
だ
し
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
の

理
由
は
、
各
資
料
の
メ
タ
デ
ー
タ
の
確
定
や
既
刊
著
作
と
の
関
連

づ
け
な
ど
に
お
け
る
困
難
さ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
思

想
史
研
究
に
お
け
る
一
次
資
料
の
利
用
方
法
と
そ
の
意
義
と
い
う

よ
り
大
き
な
問
題
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
立
ち
入

ら
な
い
。
別
の
理
由
と
し
て
は
、
よ
り
単
純
に
、
利
用
が
容
易
な

公
刊
資
料
に
研
究
対
象
が
偏
っ
て
し
ま
う
傾
向
が
作
用
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
事
情
を
ふ
ま
え
、
丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
の
利
用
を
促

進
し
丸
山
研
究
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
東
京
女

子
大
学
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
は
二
〇
〇
九
年

度
よ
り
、
丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
に
含
ま
れ
る
未
刊
行
の
丸
山
著
作
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や
関
連
資
料
を
翻
刻
し
、
同
セ
ン
タ
ー
『
報
告
』
誌
上
に
掲
載
し

て
い
る
。
こ
の
事
業
は
、
前
記
「
20
世
紀
日
本
に
お
け
る
知
識
人

と
教
養
」
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
柱
の
一
つ
と
し
て
引
き
つ
が
れ
、

『
報
告
』
誌
上
で
の
翻
刻
に
加
え
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
期
間

中
に
『
丸
山
眞
男
集 

別
集
』
第
一
─
三
巻
（
平
石
直
昭
・
黒
沢
文

貴
編
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
─
一
五
年
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

内
容
的
に
ま
と
ま
り
の
あ
る
未
刊
行
丸
山
著
作
と
、『
丸
山
眞
男

集
』『
丸
山
眞
男
座
談
』
か
ら
漏
れ
た
丸
山
著
作
を
翻
刻
し
、
年

代
順
に
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
稿
が
取
り
上
げ
る
三
冊
も
ま
た
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
資
料
調
査
・
翻
刻
事
業
の

成
果
の
一
部
で
あ
る
。
編
集
に
あ
た
っ
て
は
、『
丸
山
眞
男
講
義

録
』
別
冊
一
・
別
冊
二
で
は
丸
山
が
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
東
京

大
学
法
学
部
で
行
っ
た
東
洋
政
治
思
想
史
講
義
の
正
確
な
復
元
を
、

『
丸
山
眞
男
集 

別
集 

第
四
巻 

正
統
と
異
端
一
』
で
は
『
正
統
と

異
端
』
丸
山
自
筆
原
稿
の
翻
刻
と
「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
記
録

（
音
声
）
の
忠
実
な
再
現
を
目
ざ
し
た
。
そ
の
際
に
大
き
な
手
が
か

り
と
な
っ
た
の
は
、
丸
山
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
丸
山
の
自
筆

原
稿
と
丸
山
旧
蔵
書
で
あ
っ
た（

（
（

。
つ
ま
り
こ
の
三
冊
は
、
こ
れ
ま

で
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
の
整
理
作
業
の
上

に
成
り
立
っ
て
お
り
、
同
資
料
の
利
用
例
の
一
つ
と
見
る
こ
と
も

で
き
る
。

二

　
『
丸
山
眞
男
講
義
録
』
別
冊
一
は
、
丸
山
眞
男
が
一
九
五
六
年

度
に
行
っ
た
東
洋
政
治
思
想
史
講
義
の
全
体
を
復
元
し
た
も
の
で

あ
る
。
加
え
て
、
五
六
年
度
講
義
と
重
複
す
る
部
分
が
多
い
五
九

年
度
講
義
か
ら
、
新
た
な
展
開
が
見
ら
れ
る
箇
所
を
抄
録
し
て
い

る
。
五
六
年
度
講
義
は
全
六
章
か
ら
成
る
が
、
後
半
の
三
章
は
ほ

ぼ
四
八
年
度
講
義
原
稿
（『
丸
山
眞
男
講
義
録
』
第
一
冊
で
翻
刻
）
を
も

と
に
語
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
年
度
に
お
け
る
新
た
な
展
開
と
し
て

注
目
す
べ
き
は
前
半
の
三
章
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
「
神
国
思
想

の
端
初
的
形
態
」、
第
二
章
で
は
「
鎮
護
国
家
と
末
法
思
想
」、
第

三
章
で
は
「
武
士
階
級
の
意
思
（
観
念
）
形
態
」
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
お
り
、
丸
山
が
講
義
の
対
象
年
代
を
古
代
ま
で
遡
ら
せ
た
画

期
と
し
て
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

　

丸
山
が
古
代
か
ら
講
義
を
開
始
し
た
意
図
は
、
講
義
で
語
ら
れ

た
こ
と
ば
を
追
う
か
ぎ
り
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
の
講
義
を
通
じ

て
徐
々
に
明
確
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
五
六
年
度
講
義
第
一
章
で

は
「
思
考
様
式
」
の
類
型
化
が
試
み
ら
れ
、
政
治
思
想
・
文
化
形

態
・
生
活
様
式
に
一
定
の
刻
印
を
押
す
パ
タ
ー
ン
と
し
て
キ
リ
ス

ト
教
、
中
国
、
日
本
の
型
を
そ
れ
ぞ
れ
抽
象
し
た
上
で
、
日
本
の

そ
れ
は
「
原
始
神
道
」
あ
る
い
は
「
古
神
道
的
伝
統
」
と
呼
ば
れ
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て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
究
極
の
規
範
原
理
」「
究
極
的
絶
対
者
」

「
組
織
や
制
度
の
原
理
」
が
存
在
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
代
わ
り
に

「
血
縁
的
間
柄
」（
の
擬
制
）
や
「
美
意
識
」
に
よ
る
統
一
が
な
さ

れ
て
い
る
と
さ
れ
、
そ
れ
は
場
の
倫
理
・
状
況
の
倫
理
、「
和
の

精
神
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
五
六
年
度
講
義
原
稿
の
「
古

神
道
的
伝
統
」
と
い
う
こ
と
ば
が
、
後
に
「
原
型
的
伝
統
」
と

書
き
直
さ
れ
て
い
る
（
別
冊
一
、
五
四
─
五
五
頁
編
者
注
参
照
）
こ
と

か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
第
一
章
で
な
さ
れ
た
こ
の
「
思
考

様
式
」
論
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
東
洋
政
治
思
想
史
講
義
（『
丸
山

眞
男
講
義
録
』
第
四
、
六
、
七
冊
）
に
現
れ
る
「
原
型
」
論
の
元
に
な

っ
て
い
る
。
た
だ
し
一
九
五
六
年
度
講
義
で
は
、「
原
型
」
論
の

よ
う
な
思
想
の
成
層
的
把
握
は
、
明
示
的
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い（

（
（

。

一
九
五
七
・
五
八
年
度
講
義
で
「
精
神
構
造
」
お
よ
び
そ
の
社
会

構
造
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
議
論
を
展
開
し
た
後
、
丸
山
は
一
九

五
九
年
度
講
義
の
「
ま
え
お
き
」
に
お
い
て
、
観
念
の
「
下
部
構

造
の
連
続
性
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
「
日
本
の
現
代
の
思

想
を
理
解
す
る
た
め
」
に
も
必
要
と
述
べ
て
い
る
（
別
冊
一
、
二
三

頁
）。
こ
こ
に
は
、
丸
山
が
一
九
五
六
年
度
以
降
、
講
義
を
古
代

か
ら
開
始
し
、
日
本
の
「
思
考
様
式
」
を
抽
象
し
よ
う
と
試
み
た

意
図
が
現
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
第
一
に
、「
時
代

の
底
に
潜
ん
で
い
る
連
続
性
」（
同
前
）
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
す

る
と
い
う
形
で
日
本
政
治
思
想
史
の
通
史
を
構
想
す
る
こ
と
で
あ

り
、
第
二
に
現
代
（
戦
後
）
の
思
想
状
況
を
理
解
す
る
手
が
か
り

を
求
め
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

三

　
『
丸
山
眞
男
講
義
録
』
別
冊
二
は
、
一
九
五
七
年
度
の
東
洋
政

治
思
想
史
講
義
の
全
体
と
、
五
八
年
度
講
義
で
重
要
な
展
開
が
な

さ
れ
た
箇
所
を
抄
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
年
度
の
講
義
の
構
成

は
異
な
る
も
の
の
、
お
お
む
ね
キ
リ
シ
タ
ン
か
ら
明
治
初
期
の
文

明
開
化
ま
で
が
扱
わ
れ
て
い
る
。

　

一
九
五
七
・
五
八
年
度
講
義
が
先
行
年
度
の
講
義
と
異
な
る
点

は
、
ま
ず
、「
開
か
れ
た
社
会
」〈open society

〉
と
「
閉
じ
た

社
会
」〈closed society

〉
と
い
う
対
概
念
が
分
析
に
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
『
道
徳
と
宗
教

の
二
源
泉
』
と
ポ
パ
ー
の
『
開
か
れ
た
社
会
と
そ
の
敵
』
に
由
来

す
る
こ
と
は
、
後
に
執
筆
さ
れ
た
論
文
「
開
国
」（
一
九
六
〇
年
）

で
明
ら
か
に
さ
れ
る
が
、
一
九
五
七
・
五
八
年
度
講
義
に
か
ぎ
っ

て
い
え
ば
、「
閉
じ
た
社
会
」
が
一
九
五
六
・
五
九
年
度
講
義
で

抽
象
さ
れ
た
「
原
始
神
道
」
的
な
思
考
様
式
の
あ
り
方
と
結
び
つ

け
ら
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
思
考
様
式

は
「
閉
じ
た
社
会
」
と
い
う
型
の
社
会
的
結
合
（
凝
集
性
）
を
支
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え
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
が
現
代
ま
で
持
ち
来
た

ら
さ
れ
た
理
由
が
「
閉
じ
た
社
会
」
の
持
続
に
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

日
本
に
お
い
て
「
閉
じ
た
社
会
」
が
持
続
し
た
こ
と
を
説
明
す

る
際
に
丸
山
が
着
目
す
る
の
は
、
社
会
構
造
の
あ
り
方
で
あ
る
。

丸
山
に
よ
れ
ば
、
日
本
で
は
外
国
文
化
の
影
響
が
社
会
の
上
層
を

通
じ
て
下
層
に
及
ぶ
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
成
立
し
て
い
た
た
め
、

社
会
の
下
層
に
お
け
る
閉
鎖
性
と
そ
れ
を
支
え
る
思
考
様
式
が
破

壊
さ
れ
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
丸
山
は
、

「
精
神
構
造
」（
な
い
し
観
念
形
態
の
構
造
）
と
社
会
構
造
と
を
、
そ

れ
ぞ
れ
層
を
な
し
て
い
る
も
の
と
捉
え
、
両
者
を
重
ね
合
わ
せ
る

こ
と
で
「
原
始
神
道
」
的
な
思
考
様
式
の
連
続
性
を
説
明
し
よ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
「
閉
じ
た
社
会
」
の
閉
鎖
性
を
破
っ
て
「
開
か

れ
た
社
会
」
へ
移
行
さ
せ
る
可
能
性
を
も
つ
出
来
事
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
た
の
が
、「
開
国
」
と
い
う
歴
史
的
経
験
で
あ
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
「
開
国
」
は
、
社
会
の
上
層
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
た
摂

取
の
パ
タ
ー
ン
を
と
ら
ず
、
社
会
の
下
層
に
直
接
外
国
文
化
の
影

響
が
及
ぶ
こ
と
を
意
味
し
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
五
七
・
五
八
年

度
講
義
で
丸
山
が
目
ざ
し
た
こ
と
は
、
こ
の
「
開
国
」
と
い
う
経

験
が
ど
の
よ
う
な
思
想
的
展
開
を
も
た
ら
し
た
か
、
そ
し
て
「
開

か
れ
た
社
会
」
へ
向
か
う
方
向
性
に
対
す
る
反
動
が
生
じ
て
ふ
た

た
び
「
閉
じ
た
社
会
」
へ
回
帰
す
る
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
が
、
一
九
五
七
年
度
講
義
に
お
け
る
江
戸
時
代
思
想

史
像
の
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
五
七
年
度
講
義
で
江
戸

時
代
は
、
室
町
末
期
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
の
「
第
一
」
の

「
開
国
」
に
対
す
る
反
動
か
ら
人
為
的
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
「
閉

じ
た
社
会
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
第
二
章
「
徳
川
幕

藩
制
の
機
構
と
精
神
」
で
は
、「
閉
じ
た
社
会
」
の
形
成
に
成
功

し
た
幕
府
当
局
者
の
統
治
技
術
と
、
そ
れ
が
社
会
全
体
に
浸
透
し

て
ゆ
く
あ
り
さ
ま
が
、
第
二
節
「〈closed society

〉
と
し
て
の

徳
川
体
制
の
統
治
技
術
」
と
第
三
節
「
社
会
的
精
神
的
気
候
と
し

て
の
普
遍
化
」
に
お
い
て
、
新
た
に
作
成
さ
れ
た
原
稿
を
も
と
に

講
じ
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
て
五
七
年
度
講
義
で
は
、
徳
川
体
制
の
構
造
分
析
が
占

め
る
比
重
が
増
大
す
る（

（
（

と
と
も
に
、
先
行
年
度
（
た
と
え
ば
五
六
年

度
講
義
の
第
四
章
「
徳
川
封
建
体
制
と
儒
教
思
想
」）
と
異
な
り
、
そ
れ

が
儒
教
思
想
と
切
り
離
さ
れ
て
論
じ
ら
れ
る
と
い
う
変
化
が
起
き

て
い
る
。
そ
れ
は
、
江
戸
時
代
の
儒
教
な
い
し
朱
子
学
を
「
体

制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
と
す
る
見
方
か
ら
離
れ
、「
世
の
中
を
み
る

概
念
装
置
」（
丸
山
眞
男
「
日
本
に
お
け
る
儒
教
の
変
遷
」
一
九
七
四
年
、

『
丸
山
眞
男
集 
別
集
』
第
三
巻
、
一
七
五
頁
）
と
し
て
捉
え
直
し
て
ゆ

く
過
程
と
関
連
し
て
い
た
と
い
え
る
。
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四

　
『
丸
山
眞
男
集 

別
集 

第
四
巻 

正
統
と
異
端
一
』
は
、
先
に
触

れ
た
『
丸
山
眞
男
集 

別
集
』
第
一
─
三
巻
の
続
巻
に
当
た
る
が
、

内
容
は
そ
れ
ま
で
の
三
巻
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
本
書
は
、

今
後
刊
行
さ
れ
る
予
定
の
第
五
巻
『
正
統
と
異
端
二
』
と
と
も
に
、

丸
山
が
編
者
を
つ
と
め
、
筑
摩
書
房
よ
り
出
版
さ
れ
る
計
画
だ
っ

た
『
近
代
日
本
思
想
史
講
座
』
の
第
二
巻
『
正
統
と
異
端
』
に
関

連
す
る
資
料
を
収
録
す
る
も
の
で
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
こ
の
第
二
巻
『
正
統
と
異
端
』
は
刊
行
に
い
た
ら
ず
、
丸

山
が
遺
し
た
多
数
の
関
連
資
料
は
現
在
、
丸
山
文
庫
に
収
蔵
さ
れ

て
い
る
。

　

本
書
と
第
五
巻
『
正
統
と
異
端
二
』
は
、
丸
山
が
『
正
統
と
異

端
』
の
完
成
形
態
と
し
て
考
え
た
も
の
、
あ
る
い
は
そ
の
前
段
階

の
再
現
を
目
ざ
し
た
も
の
で
は
な
い
。
両
巻
の
編
者
た
ち
が
丸
山

文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
正
統
と
異
端
』
関
連
資
料
を
調
査
し

た
結
果
、
恣
意
的
な
憶
測
を
加
え
る
こ
と
な
く
丸
山
の
意
図
に
沿

っ
た
形
で
編
集
を
行
う
こ
と
は
不
可
能
と
判
断
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、

『
正
統
と
異
端
』
編
集
の
た
め
に
丸
山
た
ち
が
行
っ
て
い
た
営
為

を
伝
え
る
資
料
を
集
成
す
る
も
の
と
し
て
、
本
書
と
第
五
巻
『
正

統
と
異
端
二
』
を
編
集
す
る
方
針
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
収
録

対
象
と
さ
れ
た
の
は
、『
正
統
と
異
端
』
の
た
め
に
丸
山
が
書
き

た
め
て
い
た
原
稿
と
関
連
資
料
、
そ
し
て
同
書
編
集
の
た
め
に
開

催
さ
れ
て
い
た
研
究
会
（「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
）
の
音
声
記
録
の

文
字
起
こ
し
で
あ
る
。「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
は
一
九
五
七
年

頃
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る（

（
（

が
、
そ
の
後
も
石
田
雄
や
藤
田

省
三
ら
を
交
え
て
断
続
的
に
開
催
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
一
九
七
〇

年
代
ま
で
の
同
研
究
会
に
関
す
る
資
料
で
現
在
遺
さ
れ
て
い
る
の

は
、
研
究
報
告
を
聞
き
な
が
ら
丸
山
が
と
っ
た
メ
モ
な
ど
に
と
ど

ま
り
、
研
究
会
で
の
議
論
を
十
分
に
伝
え
る
も
の
で
は
な
い
。
そ

こ
で
、
音
声
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
一
九
八
〇
年
代
の
研
究
会
の

な
か
か
ら
重
要
な
回
を
編
者
が
選
び
、
文
字
起
こ
し
を
収
録
し
た
。

　

本
書
第
Ⅰ
章
に
は
、「
正
統
と
異
端
」
研
究
の
「
内
容
目
次
」

を
示
し
た
丸
山
自
筆
メ
モ
と
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
議
論
が
な
さ
れ
た

一
九
八
八
年
五
月
の
研
究
会
の
音
声
記
録
を
文
字
に
起
こ
し
た
も

の
が
抄
録
さ
れ
、
続
く
第
Ⅱ
章
で
は
、
丸
山
が
書
き
た
め
て
い
た

原
稿
三
点
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
第
Ⅲ
章
以
下
は
、
一
九
八
〇

年
代
に
開
催
さ
れ
た
「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
の
各
回
の
音
声
記

録
を
文
字
に
起
こ
し
た
も
の
で
あ
り
、
第
Ⅲ
章
「
当
初
の
基
本
的

視
点
／
思
考
パ
タ
ー
ン
の
発
生
条
件
」
に
は
そ
の
タ
イ
ト
ル
通
り
、

「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
で
の
議
論
を
回
顧
し
、
そ
の
成
果
を
確

認
す
る
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
第
Ⅳ
章
か
ら
第
Ⅶ
章
ま
で
は
、

前
近
代
の
日
本
を
対
象
と
す
る
研
究
会
の
記
録
が
収
め
ら
れ
て
い
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る
。
こ
の
う
ち
、
第
Ⅶ
章
「
国
学
に
お
け
る
正
統
と
異
端
」
以
外

の
章
で
は
、
他
の
機
会
に
丸
山
が
行
っ
た
報
告
や
講
演
と
重
な
る

テ
ー
マ
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
こ
で
は
各
章
の
内
容
に
は

踏
み
込
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
『
丸
山
眞
男
講
義
録
』
別

冊
一
・
別
冊
二
と
の
関
連
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

前
述
し
た
一
九
五
六
年
度
講
義
に
お
け
る
「
原
始
神
道
」
的
思

考
様
式
の
捉
え
方
を
受
け
、
一
九
五
七
年
度
講
義
の
「
ま
え
が

き 

日
本
の
思
想
史
の
と
ら
え
に
く
さ
」
で
丸
山
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
圏
に
お
け
る
回
教
、
中

国
に
於
け
る
儒
教
」
の
よ
う
な
「
歴
史
の
中
に
あ
っ
て
歴
史
を

越
え
た
も
の
、
即
ち
絶
対
者
で
あ
り
、
形
相 eidos

」
を
意
味
す

る
「
原
理
的
実
体
」
は
日
本
に
は
存
在
し
な
い
と
述
べ
て
い
る

（
別
冊
二
、
九
頁
）。
こ
れ
に
対
し
、
同
時
期
に
開
始
さ
れ
た
丸
山
の

「
正
統
と
異
端
」
研
究
は
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
、
儒
教

に
見
ら
れ
る
よ
う
な orthodoxy

（
Ｏ
正
統
）
に
共
通
す
る
特
徴

を
定
式
化
す
る
こ
と
を
課
題
の
一
つ
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
一

九
五
〇
年
代
後
半
講
義
に
お
い
て
行
わ
れ
た
、
Ｏ
正
統
が
形
成
さ

れ
な
い
と
い
う
日
本
の
「
伝
統
」（
い
い
か
え
れ
ば
Ｏ
正
統
を
軸
と
す

る
社
会
と
は
別
の
形
で
集
団
的
凝
集
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
）
の
対
象

化
を
ふ
ま
え
、
日
本
に
お
い
て
も
Ｏ
正
統
に
も
と
づ
く
社
会
的
結

合
を
目
ざ
す
と
い
う
狙
い
が
「
正
統
と
異
端
」
研
究
に
込
め
ら
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
を
示
す
の
が
、
一
九
八
九
年
五
月
一
日
の
「
正
統

と
異
端
」
研
究
会
（『
丸
山
眞
男
集 

別
集 

第
四
巻 

正
統
と
異
端
一
』
第

Ⅲ
章
収
録
）
に
お
い
て
、
章
の
タ
イ
ト
ル
に
も
採
用
さ
れ
た
「
当

初
の
基
本
的
視
点
」
に
つ
い
て
丸
山
が
述
べ
て
い
る
箇
所
で
あ

る
（
四
八
─
五
六
頁
）。
こ
こ
で
丸
山
は
、「
何
十
年
前
」
に
も
な

る
「
昔
、
こ
の
研
究
会
で
「
正
統
と
異
端
」
を
や
っ
た
」、
そ

の
「
結
論
」
を
「
書
い
て
あ
る
の
」
を
参
照
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
一
九
六
〇
年
代
に
作
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
「「
文
明

の
精
神
」
を
今
日
的
に
読
み
か
え
て
、
そ
れ
を
わ
れ
わ
れ
の 

O
rthodoxy 

に
す
る
こ
と
。」
と
題
す
る
メ
モ
を
指
し
て
い
る（

（1
（

。

そ
の
題
名
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
メ
モ
で
語
ら
れ
る
「
わ

れ
わ
れ
の O

rthodoxy

」
は
、
一
九
五
八
年
度
講
義
で
は
「
第

二
」
の
「
開
国
」（
別
冊
二
、
七
五
頁
）
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
維
新

期
に
活
躍
し
た
福
澤
諭
吉
ら
の
「
文
明
の
精
神
」
を
ふ
ま
え
た

も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
開
い
た
、
ま
た
開
く
精
神
で
あ
る

こ
と
」
が
そ
の
具
体
的
な
内
容
と
さ
れ
、
そ
れ
が
「
受
肉
」
さ

れ
て Legitim

acy

（
Ｌ
正
統
）
と
な
っ
た
も
の
が
日
本
国
憲
法

の
「
精
神
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
五
八
年
度
講
義
で
戦
後
が

「
第
三
」
の
「
開
国
」
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
戦

後
社
会
が
「
開
か
れ
た
社
会
」
で
あ
る
た
め
の
「
わ
れ
わ
れ
の 

O
rthodoxy

」
を
定
位
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
「
開
か
れ
た
社
会
」

に
ふ
さ
わ
し
い
Ｏ
正
統
を
探
求
す
る
と
い
う
課
題
に
よ
っ
て
、
当
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初
の
「
正
統
と
異
端
」
研
究
と
一
九
五
〇
年
代
後
半
講
義
と
は
関

連
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
丸

山
眞
男
に
よ
る
思
想
史
研
究
の
捉
え
方
は
、
研
究
者
自
身
の
価
値

判
断
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
丸
山
自
身
が
折

に
触
れ
て
強
調
し
た
点
で
あ
っ
た
。
思
想
史
研
究
を
含
め
、
歴
史

的
過
去
に
直
接
現
代
の
観
念
を
投
影
す
る
こ
と
は
批
判
さ
れ
る
も

の
の
、
他
方
で
研
究
者
の
現
代
的
な
問
題
意
識
に
積
極
的
に
裏
打

ち
さ
れ
て
は
じ
め
て
、「
骨
董
趣
味
」
に
陥
ら
な
い
過
去
の
再
現

が
可
能
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

こ
う
し
た
丸
山
の
考
え
方
に
対
し
、
現
在
に
お
い
て
は
、
研
究

内
容
に
バ
イ
ア
ス
を
か
け
る
結
果
を
も
た
ら
す
と
し
て
忌
避
す
る

向
き
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
政
治
思
想
史
に
関
す
る
丸
山
の

業
績
を
め
ぐ
る
関
心
の
あ
り
方
は
、
丸
山
に
共
鳴
す
る
者
の
熱
心

な
研
究
対
象
と
な
る
一
方
で
、
そ
う
で
な
い
日
本
（
政
治
）
思
想

史
研
究
者
に
は
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
比
較
的
少
な
い
と
い
う
二
極

分
化
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
研

究
の
成
果
は
そ
の
研
究
に
込
め
ら
れ
た
意
図
か
ら
相
対
的
に
独
立

し
た
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
価
値
判
断
や

現
代
的
関
心
に
よ
っ
て
負
荷
が
か
け
ら
れ
た
視
点
を
通
じ
て
は
じ

め
て
見
え
て
く
る
も
の
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
日
本
政

治
思
想
史
の
研
究
に
向
け
ら
れ
た
丸
山
の
問
題
意
識
や
そ
の
成
果

を
明
ら
か
に
す
る
上
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
三
冊
の
著
作
の
刊

行
（
さ
ら
に
も
う
一
冊
加
わ
る
予
定
で
あ
る
が
）
を
機
に
、
丸
山
の
研

究
を
日
本
思
想
史
学
・
日
本
政
治
思
想
史
学
上
の
先
行
研
究
の
一

つ
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
こ
で
な
さ
れ
て
い
る
具
体
的
な
思
想
や

概
念
の
分
析
、
提
示
さ
れ
て
い
る
論
点
な
ど
に
つ
い
て
、
現
在
の

研
究
水
準
か
ら
個
別
に
そ
の
妥
当
性
を
吟
味
す
る
作
業
が
活
発
に

行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い（

（1
（

。

注
（
1
）	

本
稿
は
、『
丸
山
眞
男
講
義
録
』
別
冊
一
・
別
冊
二
と
『
丸

山
眞
男
集 

別
集 

第
四
巻 

正
統
と
異
端
一
』
の
編
者
「
解
説
」、

お
よ
び
以
下
の
文
献
・
報
告
に
大
き
く
依
拠
し
て
お
り
、
内
容

に
重
複
が
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

平
石
直
昭
・
宮
村
治
雄
・
山
辺
春
彦
「
一
九
五
〇
年
代
の
丸
山

眞
男
」（『
週
刊
読
書
人
』
第
三
二
一
〇
号
、
二
〇
一
七
年
）、
東

京
大
学
校
友
会
・
卒
業
生
室
『
学
び
続
け
る
』
シ
リ
ー
ズ
第
八

回
「
丸
山
眞
男
の
講
義
」（
二
〇
一
八
年
六
月
九
日
）
で
の
『
丸

山
眞
男
講
義
録
』
別
冊
一
・
別
冊
二
の
編
者
に
よ
る
報
告
、
東

京
女
子
大
学
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
第
七
回

公
開
研
究
会
（
二
〇
一
八
年
七
月
七
日
）
で
の
『
丸
山
眞
男
講

義
録
』
別
冊
一
・
別
冊
二
の
編
者
に
よ
る
報
告
。
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81　［動向］近刊の丸山眞男著作三冊
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（
2
）	

そ
の
後
、『
丸
山
眞
男
座
談
』
全
九
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九

九
八
年
）
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
丸
山
が
参
加
し
た
座
談
の
す
べ

て
を
収
録
し
た
も
の
で
は
な
い
。

（
3
）	
ほ
か
に
、『
自
己
内
対
話
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
八
年
）、

『
丸
山
眞
男
書
簡
集
』
全
五
巻
（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
三
─
〇

四
年
）、『
丸
山
眞
男
回
顧
談
』
上
・
下
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇

六
年
）、『
丸
山
眞
男
話
文
集
』
全
四
巻
（
み
す
ず
書
房
、
二
〇

〇
八
─
〇
九
年
）、『
丸
山
眞
男
話
文
集 

続
』
全
四
巻
（
み
す
ず

書
房
、
二
〇
一
四
─
一
五
年
）
な
ど
。

（
4
）	

詳
し
く
は
、
平
石
直
昭 
「
草
稿
資
料
の
整
理
・
保
存
・
供

用
を
め
ぐ
る
諸
問
題

─
東
京
女
子
大
学
丸
山
文
庫
の
経
験
か

ら
」（『
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
報
告
』
第
八

号
、
二
〇
一
三
年
）
を
参
照
。

（
5
）	

こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
成
果
は
、『
20
世
紀
日
本

に
お
け
る
知
識
人
と
教
養

─
丸
山
眞
男
文
庫
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
の
構
築
と
活
用
』（
東
京
女
子
大
学
丸
山
眞
男
記
念
比

較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
七
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。
な
お
、
丸
山
研
究
の
動
向
と
関
連
づ
け
て
こ
れ
ま
で
の
丸

山
文
庫
の
活
動
を
紹
介
し
た
業
績
と
し
て
、
川
口
雄
一
「
丸
山

眞
男
文
庫
の
意
義
と
展
望

─
丸
山
研
究
史
の
な
か
の
位
置
」

（『
平
成
二
九
年
度 

札
幌
大
学
創
立
五
〇
周
年
記
念
公
開
講
座

講
演
集
（
第
三
八
回
）
個
人
文
庫
を
も
つ
大
学

─
そ
の
意
義

と
可
能
性
』
札
幌
大
学
イ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
、
二
〇
一
八
年
）
が
あ
る
。

（
6
）	

こ
の
三
冊
で
は
、
本
文
に
対
応
す
る
丸
山
自
筆
原
稿
の
資

料
番
号
と
引
用
文
の
出
典
を
編
者
の
注
記
の
形
で
記
し
、
読
者

の
便
宜
を
は
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
丸
山
眞
男
集 

別
集 

第
四

巻 

正
統
と
異
端
一
』
に
関
し
て
は
、「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
で

の
報
告
に
際
し
て
丸
山
が
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
自
筆
原
稿
を
、

「「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
報
告
原
稿
」（『
丸
山
眞
男
記
念
比
較

思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
報
告
』
第
十
一
号
、
二
〇
一
六
年
）
で
翻

刻
し
た
。

（
7
）	

も
っ
と
も
、
五
六
年
度
講
義
の
当
時
、
す
で
に
丸
山
は
精

神
構
造
や
行
動
様
式
に
お
い
て
執
拗
に
持
続
す
る
「
層
」
が
あ

る
と
い
う
捉
え
方
を
し
て
お
り
、
そ
の
分
析
の
重
要
性
に
つ
い

て
同
時
代
の
論
者
と
意
見
を
同
じ
く
し
て
い
た
。
平
石
直
昭

「
一
九
五
〇
年
代
後
半
の
丸
山
眞
男
講
義
録
に
つ
い
て
」（『
Ｕ

Ｐ
』
第
四
七
巻
第
三
号
、
二
〇
一
八
年
三
月
）
お
よ
び
別
冊
一

の
編
者
「
解
説
」
を
参
照
。

（
8
）	

こ
れ
を
う
け
て
翌
一
九
五
八
年
度
講
義
の
「
ま
え
お
き 

思

想
史
に
つ
い
て
の
考
え
方
」
で
は
、「
全
体
的
な
精
神
構
造
の
変

動
を
叙
述
す
る
歴
史
」
を
目
ざ
す
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
別

冊
二
、
一
九
頁
）。
こ
こ
で
「
精
神
構
造
」
は
「
社
会
構
造
に
お

け
る dynam

ism
 

を
精
神
と
い
う
次
元
で
裁
断
し
た
も
の
」（
同

前
、
二
〇
頁
）
と
さ
れ
て
お
り
、
前
述
し
た
「
精
神
構
造
」
と

社
会
構
造
を
関
連
づ
け
る
捉
え
方
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
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（
9
）	

開
始
当
初
の
同
研
究
会
に
参
加
さ
れ
て
い
た
松
沢
弘
陽
氏

に
よ
る
。『
丸
山
眞
男
講
義
録
』
別
冊
二
に
収
録
さ
れ
た
一
九
五

七
年
度
講
義
で
第
三
章
と
し
て
「
正
統
と
異
端 

（O
rthodoxy 

and H
eterodoxy

）」
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
は
、『
正
統
と
異
端
』

編
集
作
業
と
の
関
連
が
推
測
さ
れ
る
。

（
10
）	

し
か
し
、
本
書
の
編
者
で
あ
る
中
田
喜
万
氏
が
「
解
説
」

で
述
べ
る
よ
う
に
、
丸
山
の
報
告
の
後
に
長
時
間
に
わ
た
っ
て

行
わ
れ
た
石
田
雄
と
の
議
論
を
通
じ
て
豊
か
な
含
意
が
引
き
出

さ
れ
て
お
り
、
同
テ
ー
マ
の
既
刊
論
文
・
文
字
起
こ
し
に
は
な

い
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
。

（
11
）	

丸
山
文
庫
所
蔵
草
稿
類
資
料 677-2

。
前
掲
「「
正
統
と
異

端
」
研
究
会
報
告
原
稿
」
で
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）	

た
と
え
ば
、
マ
イ
ネ
ッ
ケ
の
『
歴
史
的
感
覚
と
歴
史
的
意

味
』
な
ど
に
触
れ
な
が
ら
、「
現
在
的
関
心
を
通
じ
て
は
じ
め

て
歴
史
的
意
味
を
把
握
し
う
る
」
と
説
く
一
九
四
八
年
度
講
義

「
開
講
の
辞
」（『
丸
山
眞
男
講
義
録
』
第
一
冊
、
三
─
一
七
頁
）

や
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
『
職
業
と
し
て
の
学
問
』
に
お
け
る
「
価

値
判
断
排
除
」
の
主
張
に
関
し
、
そ
れ
が
「
政
治
的
無
関
心
も

し
く
は
人
生
観
上
の
相
対
主
義
の
隠
れ
み
の
と
な
る
こ
と
を
な

に
よ
り
〔
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
〕
に
く
ん
だ
」
と
述
べ
る
一
九
四
六

年
度
講
義
「
序
論
」（
同
前
、
二
七
四
─
二
七
五
頁
）
を
参
照
。

な
お
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
の
講
義
で
「
開
国
」
と
い
う
契
機

を
重
視
し
、「
日
本
思
想
史
の
方
法
論
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で

の
考
え
方
を
大
き
く
変
え
」
た
こ
と
に
つ
い
て
、
後
に
丸
山
は
、

「
戦
争
中
の
思
想
的
な
鎖
国
が
解
か
れ
た
直
後
の
状
況
と
、
た
ま

た
ま
戦
争
中
に
読
ん
で
い
た
維
新
の
精
神
状
況
と
が
ダ
ブ
っ
て

私
の
目
に
映
っ
た
、
と
い
う
学
問
以
前
の
、
あ
る
い
は
学
問
を

超
え
た
生
活
経
験
が
背
景
に
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
（「
原

型
・
古
層
・
執
拗
低
音
」
一
九
八
四
年
、『
丸
山
眞
男
集
』
第
十

二
巻
、
一
二
〇
─
一
二
一
頁
）。

（
13
）	

注（
1
）で
触
れ
た
東
京
女
子
大
学
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思

想
研
究
セ
ン
タ
ー
第
七
回
公
開
研
究
会
で
前
田
勉
氏
が
行
っ
た

報
告
「
丸
山
眞
男
の
江
戸
思
想
史
像
」
は
、「
職
分
」
思
想
、
町

人
道
徳
、
公
議
輿
論
な
ど
に
関
す
る
丸
山
の
捉
え
方
を
批
判
的

に
検
討
し
た
も
の
で
あ
り
、
丸
山
の
研
究
に
対
し
て
本
文
で
述

べ
た
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

�

（
成
蹊
大
学
非
常
勤
講
師
）
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